
(57)【要約】

【課題】　本発明は、自由に角度調節しながら、簡単に

着脱する為のフレキシブル固定具に関するものである。

【解決手段】　ラチェット部（５）の回転ダイヤル（４

）の中心軸（６）に対して凸部（２）等の接続部の位置

を直角方向又は直角方向以外の中心軸（６）上を除いた

方向に配置し、フレキシブルパイプ（１）に設けれられ

た凹部（１２）等の接続部とラチェット部（５）に設け

れられた凸部（２）等の接続部を接続し、ツマミ部（１

１）等の固定金物を支持体（１０）を介して接続する。

又は球体具（１６）等の固定金物を支持体（１０）を介

して接続する。又は球体具（１６）等の固定金物を支持

体（１０）を介して接続し、ツマミ部（１１）等の固定

金物を支持体（１０ａ）を介して接続する。以上を特徴

とするフレキシブル固定具。

【選択図】　図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ラ チ ェ ッ ト 部 （ ５ ） の 回 転 ダ イ ヤ ル （ ４ ） の 中 心 軸 （ ６ ） に 対 し て 凸 部 （ ２ ） 等 の 接 続
部 の 位 置 を 直 角 方 向 又 は 直 角 方 向 以 外 の 中 心 軸 （ ６ ） 上 を 除 い た 方 向 に 配 置 し た 事 を 特 徴
と す る フ レ キ シ ブ ル 固 定 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 フ レ キ シ ブ ル パ イ プ （ １ ） に 設 け れ ら れ た 凹 部 （ １ ２ ） 等 の 接 続 部 と ラ チ ェ ッ ト 部 （ ５
） に 設 け れ ら れ た 凸 部 （ ２ ） 等 の 接 続 部 を 接 続 し た 事 を 特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル 固 定 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ツ マ ミ 部 （ １ １ ） 等 の 固 定 金 物 を 支 持 体 （ １ ０ ） を 介 し て 接 続 し た 事 を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ の フ レ キ シ ブ ル 固 定 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 球 体 具 （ １ ６ ） 等 の 固 定 金 物 を 支 持 体 （ １ ０ ） を 介 し て 接 続 し た 事 を 特 徴 と す る 請 求 項
２ の フ レ キ シ ブ ル 固 定 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ツ マ ミ 部 （ １ １ ） 等 の 固 定 金 物 を 支 持 体 （ １ ０ ａ ） を 介 し て 接 続 し た 事 を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ の フ レ キ シ ブ ル 固 定 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 由 に 角 度 調 節 し な が ら 、 簡 単 に 着 脱 出 来 る フ レ キ シ ブ ル 固 定 具 に 関 す る も
の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 傘 な ど の 固 定 具 に は 、 自 転 車 の ハ ン ド ル に 固 定 す る 物 や 、 自 転 車 の 荷 台 に 固 定 す
る 物 が 有 る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の た め に 、 次 の よ う な 問 題 点 が あ っ た 。
（ イ ） 傘 を 固 定 す る 場 所 に 応 じ て 、 前 方 に 固 定 す る に は 、 前 方 用 固 定 具 、 後 方 に 固 定 す る
に は 、 後 方 用 固 定 具 が 必 要 と 成 り 、 固 定 場 所 に 応 じ て 専 用 固 定 具 が 必 要 で あ り 、 転 用 利 用
が 出 来 ず 、 固 定 す る に も 、 ね じ 回 し 等 の 工 具 が 必 要 で あ っ た 。
（ ロ ） 傘 の 角 度 調 節 の 自 由 度 が 乏 し く 、 雨 に 濡 れ る 事 が 多 か っ た 。
（ ハ ） 完 全 固 定 す る 事 に よ り 、 突 風 時 等 で 転 倒 す る 等 の 危 険 が 伴 っ て い た 。
　 本 発 明 は 以 上 の 問 題 点 を 解 決 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ラ チ ェ ッ ト 部 （ ５ ） の 回 転 ダ イ ヤ ル （ ４ ） の 中 心 軸 （ ６ ） に 対 し て 凸 部 （ ２ ） 等 の 接 続
部 の 位 置 を 直 角 方 向 又 は 直 角 方 向 以 外 の 中 心 軸 （ ６ ） 上 を 除 い た 方 向 に 配 置 し 、 フ レ キ シ
ブ ル パ イ プ （ １ ） に 設 け れ ら れ た 凹 部 （ １ ２ ） 等 の 接 続 部 と ラ チ ェ ッ ト 部 （ ５ ） に 設 け れ
ら れ た 凸 部 （ ２ ） 等 の 接 続 部 を 接 続 し 、 ツ マ ミ 部 （ １ １ ） 等 の 固 定 金 物 を 支 持 体 （ １ ０ ）
を 介 し て 接 続 す る 。 又 は 球 体 具 （ １ ６ ） 等 の 固 定 金 物 を 支 持 体 （ １ ０ ） を 介 し て 接 続 す る
。 又 は 球 体 具 （ １ ６ ） 等 の 固 定 金 物 を 支 持 体 （ １ ０ ） を 介 し て 接 続 し 、 ツ マ ミ 部 （ １ １ ）
等 の 固 定 金 物 を 支 持 体 （ １ ０ ａ ） を 介 し て 接 続 す る 。 以 上 を 特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル 固 定
具 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 傘 な ど を 自 由 に 角 度 調 節 し な が ら 、 簡 単 に 着 脱 出 来 る 為 、 例 え ば 、 自 転 車 の
ハ ン ド ル 部 、 サ ド ル 部 、 荷 台 部 、 乳 母 車 、 車 椅 子 、 杖 、 台 車 、 屋 外 テ ー ブ ル 、 等 々 に 、 日
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常 の 雨 よ け 、 日 よ け と し て 、 固 定 具 の 角 度 調 節 に 影 響 さ れ ず に 任 意 の 場 所 に 固 定 出 来 る 。
又 、 固 定 に 関 し て も 、 ね じ 回 し 等 の 工 具 を 不 要 と す る 構 成 に し て い る の で 、 不 要 時 に は 簡
単 に 着 脱 出 来 、 盗 難 等 の 心 配 も 無 く 、 外 見 的 に も 美 観 を 損 な う 事 が 無 い 。 又 、 突 風 時 等 の
非 常 時 に は 、 一 定 量 以 上 の 外 力 に 対 し て 柔 軟 に 変 形 す る フ レ キ シ ブ ル パ イ プ の 特 性 で 回 避
出 来 る 。 更 に 、 一 定 量 以 上 の 外 力 に 対 し て 、 接 続 部 が 抜 け 落 ち る 為 、 危 険 回 避 が 自 然 に 出
来 、 両 手 を 自 由 に し な が ら も 、 安 全 性 、 応 用 性 を 高 め る 事 が 期 待 出 来 る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 図 ２ ， 図 ３ 及 び 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
（ イ ） ラ チ ェ ッ ト 部 （ ５ ） の 回 転 ダ イ ヤ ル （ ４ ） の 中 心 軸 （ ６ ） に 対 し て 凸 部 （ ２ ） 等 の
接 続 部 の 位 置 を 直 角 方 向 又 は 直 角 方 向 以 外 の 中 心 軸 （ ６ ） 上 を 除 い た 方 向 に 配 置 し た 事 を
特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル 固 定 具 は 、 既 存 の ラ チ ェ ッ ト 工 具 同 様 に 回 転 ダ イ ヤ ル （ ４ ） を 切
り 替 え る 事 に よ り 、 回 転 方 向 を 替 え る 事 が 出 来 る 機 能 を 保 持 す る も の と す る 。
（ ロ ） ラ チ ェ ッ ト 部 （ ５ ） に 設 け ら れ た 凸 部 （ ２ ） 内 に 収 め ら れ た ボ ー ル ・ ベ ア リ ン グ （
３ ） は 、 凸 部 （ ２ ） 内 に 収 め ら れ た ス プ リ ン グ 等 の 反 発 力 を 利 用 し て 、 凸 部 （ ２ ） と 対 の
凹 部 （ １ ２ ） に 内 に 挿 入 さ れ 固 定 さ れ る 。 又 凸 部 （ ２ ） 以 外 の 接 続 方 法 と し て は 、 対 の 凹
凸 部 を 入 れ 替 え た 凹 部 又 は 螺 合 又 は 嵌 合 又 は そ の 他 の 接 続 方 法 で も 接 続 可 能 で あ る 。
（ ハ ） ラ チ ェ ッ ト 部 （ ５ ） に 設 け ら れ た 凸 部 （ ２ ） 内 に 収 め ら れ た ボ ー ル ・ ベ ア リ ン グ （
３ ） の 材 質 は 、 硬 質 材 以 外 に 柔 軟 質 材 に 変 更 す る 事 が 出 来 る 。 そ の 時 に 凸 部 （ ２ ） 内 に 収
め ら れ た ス プ リ ン グ 等 の 反 発 力 を 利 用 す る 代 わ り に 、 柔 軟 材 の 持 つ 反 発 力 、 摩 擦 力 を も 考
慮 す る 事 が 出 来 る 。
（ ニ ） ラ チ ェ ッ ト 部 （ ５ ） に 設 け ら れ た 回 転 部 ダ イ ヤ ル （ ４ ） は 左 傾 斜 位 置 及 び 右 傾 斜 位
置 及 び 中 立 位 置 を 有 し 、 回 転 部 ダ イ ヤ ル （ ４ ） が 左 傾 斜 位 置 で 凸 部 （ ２ ） が 左 方 向 に 回 転
可 能 に な り 、 回 転 部 ダ イ ヤ ル （ ４ ） が 右 傾 斜 位 置 で 凸 部 （ ２ ） が 右 方 向 に 回 転 可 能 に な り
、 回 転 部 ダ イ ヤ ル （ ４ ） が 中 立 位 置 で 凸 部 （ ２ ） を 固 定 さ せ る 事 が 出 来 る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
　 既 存 の フ レ キ シ ブ ル パ イ プ 同 様 に 柔 軟 性 が 有 り 、 自 由 に 角 度 調 節 出 来 る 機 能 を 保 持 す る
フ レ キ シ ブ ル パ イ プ （ １ ） の 端 末 に 設 け ら れ た 凹 部 （ １ ２ ） と ラ チ ェ ッ ト 部 （ ５ ） に 設 け
ら れ た 凸 部 （ ２ ） を 接 続 す る 。 又 凹 部 （ １ ２ ） 以 外 の 接 続 方 法 と し て は 、 対 の 凹 凸 部 を 入
れ 替 え た 凸 部 又 は 螺 合 又 は 嵌 合 又 は そ の 他 の 接 続 方 法 で も 接 続 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。
　 支 持 体 （ １ ０ ） の 一 方 の 端 末 に 設 け ら れ た 接 続 部 と ラ チ ェ ッ ト 部 （ ５ ） に 設 け ら れ た 接
続 部 を 螺 合 接 続 し 、 支 持 体 （ １ ０ ） の 他 方 の 端 末 に 設 け ら れ た 接 続 部 と ツ マ ミ 部 （ １ １ ）
に 設 け ら れ た 接 続 部 を 螺 合 接 続 す る 。 螺 合 接 続 以 外 に も 嵌 合 又 は そ の 他 の 接 続 方 法 で 接 続
す る 事 が 出 来 る 。 洗 濯 ハ サ ミ 的 機 能 を 有 す る ツ マ ミ 部 （ １ １ ） よ り 、 例 え ば 自 転 車 の ハ ン
ド ル 、 傘 等 、 任 意 の 物 を 掴 み 、 固 定 す る 事 が 出 来 る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。
　 支 持 体 （ １ ０ ） の 一 方 の 端 末 に 設 け ら れ た 接 続 部 と ラ チ ェ ッ ト 部 （ ５ ） に 設 け ら れ た 接
続 部 を 螺 合 接 続 し 、 支 持 体 （ １ ０ ） の 他 方 の 端 末 に 設 け ら れ た 接 続 部 と 球 体 部 （ ７ ） に 設
け ら れ た 接 続 部 を 螺 合 接 続 す る 。 螺 合 接 続 以 外 に も 嵌 合 又 は そ の 他 の 接 続 方 法 で 接 続 す る
事 が 出 来 る 。 更 に 球 体 具 （ １ ６ ） は 球 体 部 （ ７ ） を 球 体 部 受 け 皿 （ ９ ） に 挿 入 し 、 固 定 ハ
ン ド ル （ ８ ） に よ り 、 角 度 調 節 及 び 固 定 さ せ る 事 が 出 来 る 。 こ れ に よ り 角 度 調 節 の 自 由 度
を 広 げ る 事 が 出 来 る 。
【 実 施 例 ５ 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。
（ イ ） 支 持 体 （ １ ０ ） の 一 方 の 端 末 に 設 け ら れ た 接 続 部 と ラ チ ェ ッ ト 部 （ ５ ） に 設 け ら れ
た 接 続 部 を 螺 合 接 続 し 、 支 持 体 （ １ ０ ） の 他 方 の 端 末 に 設 け ら れ た 接 続 部 と 球 体 部 （ ７ ）
に 設 け ら れ た 接 続 部 を 螺 合 接 続 す る 。 螺 合 接 続 以 外 に も 嵌 合 又 は そ の 他 の 接 続 方 法 で 接 続
す る 事 が 出 来 る 。 更 に 球 体 部 （ ７ ） を 球 体 部 受 け 皿 （ ９ ） に 挿 入 し 、 固 定 ハ ン ド ル （ ８ ）
に よ り 、 角 度 調 節 及 び 固 定 さ せ る 事 が 出 来 る 球 体 具 （ １ ６ ） は 、 こ れ に よ り 角 度 調 節 の 自
由 度 を 広 げ る 事 が 出 来 る 。 更 に 支 持 体 （ １ ０ ａ ） の 一 方 の 端 末 に 設 け ら れ た 接 続 部 と 球 体
部 受 け 皿 （ ９ ） に 設 け ら れ た 接 続 部 を 螺 合 接 続 し 、 支 持 体 （ １ ０ ａ ） の 他 方 の 端 末 に 設 け
ら れ た 接 続 部 と ツ マ ミ 部 （ １ １ ） に 設 け ら れ た 接 続 部 を 螺 合 接 続 す る 。 螺 合 接 続 以 外 に も
嵌 合 又 は そ の 他 の 接 続 方 法 で 接 続 す る 事 が 出 来 る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 自 転 車 の ハ ン ド ル
、 傘 等 、 任 意 の 物 を 掴 み 、 固 定 す る 事 が 出 来 る 。
（ ロ ） フ レ キ シ ブ ル パ イ プ （ １ ） の 両 端 末 の 凹 部 （ １ ２ ） に ラ チ ェ ッ ト 部 （ ５ ） の 凸 部 （
２ ） を 接 続 し 、 支 持 体 （ １ ０ ） 、 球 体 具 （ １ ６ ） 、 支 持 体 （ １ ０ ａ ） 、 ツ マ ミ 部 （ １ １ ）
を 順 に 接 続 す る 事 で 、 例 え ば 、 一 方 の ツ マ ミ 部 （ １ １ ） に 自 転 車 の ハ ン ド ル 又 は 、 サ ド ル
部 、 荷 台 部 、 乳 母 車 、 車 椅 子 、 杖 、 台 車 、 屋 外 テ ー ブ ル 、 等 々 の 任 意 の 固 定 場 所 に 装 着 し
、 他 方 の ツ マ ミ 部 （ １ １ ） に 傘 を 固 定 す る 事 に よ っ て 傘 固 定 具 と し て 利 用 出 来 る 。
（ ハ ） フ レ キ シ ブ ル パ イ プ （ １ ） の 構 造 を 先 細 り の 伸 縮 可 能 な ア ン テ ナ 方 式 に す る 事 で パ
イ プ 長 を 調 整 出 来 る 。
（ ニ ） フ レ キ シ ブ ル パ イ プ （ １ ） の 端 末 の 一 方 を 対 の 凹 部 又 は 凸 部 に 変 更 す る 事 で 、 フ レ
キ シ ブ ル パ イ プ （ １ ） と 連 結 す る 事 で 、 パ イ プ の 延 長 が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 　 　 　 　 　 既 存 ラ チ ェ ッ ト の 側 面 図
【 図 ２ 】 　 　 　 　 　 本 発 明 の 実 施 例 １ の 側 面 図
【 図 ３ 】 　 　 　 　 　 本 発 明 の 実 施 例 １ の 正 面 図
【 図 ４ 】 　 　 　 　 　 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 要 部 切 欠 分 解 側 面 図
【 図 ５ 】 　 　 　 　 　 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 側 面 図
【 図 ６ 】 　 　 　 　 　 本 発 明 の 実 施 例 ４ の 側 面 図
【 図 ７ 】 　 　 　 　 　 本 発 明 の 実 施 例 ５ の 分 解 側 面 図
【 図 ８ 】 　 　 　 　 　 本 発 明 の 自 転 車 の 使 用 状 態 を 示 す 側 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 １ 　 フ レ キ シ ブ ル パ イ プ
　 　 ２ 　 凸 部
　 　 ３ 　 ボ ー ル ・ ベ ア リ ン グ
　 　 ４ 　 回 転 部 ダ イ ヤ ル
　 　 ５ 　 ラ チ ェ ッ ト 部
　 　 ６ 　 中 心 軸
　 　 ７ 　 球 体 部
　 　 ８ 　 固 定 ハ ン ド ル
　 　 ９ 　 球 体 部 受 け 皿
　 １ ０ 　 支 持 体
１ ０ ａ 　 支 持 体
　 １ １ 　 ツ マ ミ 部
　 １ ２ 　 凹 部
　 １ ３ 　 自 転 車 ハ ン ド ル
　 １ ４ 　 傘
　 １ ５ 　 傘 の 柄
　 １ ６ 　 球 体 具
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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